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次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

※
７
月　

日
付
で
送
付
済
の
後
期

１６

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
の
「
保
険
料
算
定
の
基

礎
」
の
項
目
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
、
軽
減
に
該
当
す
る
か
確
認

で
き
ま
す
。

●
均
等
割
額
（
年
額
３
９
、
０
９

３
円
）
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い

る
方
（
保
険
料
額
決
定
通
知
書

の
「
⑦
軽
減
額
」
欄
が
２
７
、

３
６
６
円
の
方
）
…
均
等
割
額

を
一
律
８
・
５
割
軽
減
し
ま
す

〈
均
等
割
額（
年
額
）は
、
１
１
、

７
２
７
円
か
ら
５
、７
０
０
円

に
下
が
り
ま
す
〉。

●
所
得
割
を
負
担
す
る
方
の
う
ち
、

保
険
料
の
算
定
対
象
所
得
（
総

所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控
除　
３３

万
円
を
引
い
た
金
額
）
が　

万
５８

円
（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

２
１
１
万
円
）
以
下
の
方
（
保

険
料
額
決
定
通
知
書
の
「
①
賦

課
の
も
と
と

な
る
所
得
金

額
」
欄
が　
５８

万
円
以
下
の

方
）
…
所
得

割
額
を
一
律

５
割
軽
減
し

ま
す
〈
年
金
収
入
２
１
１
万
円

の
み
の
場
合
は
所
得
割
額
（
年

額
）が
４
１
、７
０
２
円
か
ら
２

０
、８
５
１
円
に
下
が
り
ま
す
〉。

※
軽
減
後
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、

８
月
以
降
の
納
期
で
調
整
し
ま

す
。

※
出
石
町
奥
小
野
お
よ
び
但
東
町

奥
赤
に
居
住
の
方
は
、
特
例
に

よ
り
、
所
得
割
の
料
率
お
よ
び

均
等
割
額
が
異
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
度
以
降
の
軽
減
対
策

２１

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容

が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
引

き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
方
や
今
後
、

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る
方

の
う
ち
、
次
の
要
件
の
ど
ち
ら
か

に
該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
に
よ

り
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
確

実
に
納
付
し
て
い
た
方
（
本

人
）
が
口
座
振
替
に
よ
り
納
付

す
る
場
合　

●
連
帯
納
付
義
務
者
（
世
帯
主
ま

た
は
配
偶
者
）
が
い
る
方
（
年

金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の

方
）
で
そ
の
口
座
振
替
に
よ
り

納
付
す
る
場
合

※
申
し
出
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
申
し
出
後
、
手
続
き
完
了
ま
で

に
は
、
３
〜
４
カ
月
か
か
り
ま

す
。

【参考】保険料の計算方法 

〔平成１９年中の総所得金額等（※注１）－３３０，０００円〕×７．１９％ ３９，０９３円 平成２０年度保険料額 
（最高限度額５０万円） ＋ ＝ 

①所得割額 ②均等割額 ① ＋ ② 

●均等割額が７割軽減されている方（年金収入のみの場合１６８万円以下）は、８．５割軽減となります。
●保険料算定対象所得（総所得金額等から基礎控除３３万円を引いた金額）が５８万円（年金収入のみの場
合、２１１万円）以下の方は、所得割額が一律５割軽減となります。
※注１…総所得金額等とは、収入額から控除額を引いた金額です。この控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことで、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。

平
成　

年
度

２０

　

保
険
料
軽
減
対
策

（
手
続
き
は
不
要
で
す
）

保
険
料
納
付
方
法
の
変
更

　

国
で
は
、
長
寿
医
療
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
新
た
な
対
策
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
の
軽
減
対
策
の
内
容
は
、
既
に
７
月　

日

２０

１６

付
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
た
保
険
料
の
決
定
通
知
書
に
同

封
し
ま
し
た
「
保
険
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
の
と
お

り
で
す
が
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
に
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
変
更
決
定
通
知
書
を
８
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》市
民
課
国
保
医
療
係
�　

－

９
０
６
１
ま
た
は
兵
庫
県
後

２１

　
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
�
０
７
８－

３
２
６－
２
０
２
１

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の 

　
　
　
　
保
険
料
軽
減
対
策
等
が
変
わ
り
ま
し
た 

﹇
７５
歳（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
６５
歳
）以
上
の
方
が
対
象
﹈ 



13 広報とよおか　2008.8.25

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
９
月　

日（
土
）は

１３

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
９
月
１
日（
月
）・
８
日（
月
）・

　

日（
火
）・　

日（
月
）・　

日

１６

２２

２９

（
月
）は

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

▽
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

国
内
に
在
住
の　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

加
入
の
種
別
は
、
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
は
第
１
号
被
保
険
者
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

は
第
２
号
被
保
険
者
、
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
（
収
入
が
一
定
額
を
超
え
な
い

方
）
は
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

　

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
、

結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
、

国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
、
種
別
変
更
等
の

手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き

は
、
第
１
号
被

保
険
者
は
、
市

役
所
ま
た
は
各

総
合
支
所
で
行

い
ま
す
。
第
２
号
被
保
険
者
は
、

個
別
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
３
号
被
保
険
者
は
、
配
偶
者
の

勤
務
先
で
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
や
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
就
職
・
転
職
な
ど
の
際
は
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年　

月
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特

１２

別
便
」
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
現
役
加
入
者

（
自
営
業
者
、
会
社
勤
め
の
方
、
学

生
等
）
の
方
々
に
も
、
６
月
か
ら

　

月
ま
で
の
間
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

１０
　

同
封
さ
れ
て
い
る
年
金
加
入
記

録
に
つ
い
て
「
漏
れ
」
や
「
間
違

い
」
が
な
い
か
確
認
い
た
だ
き
、

間
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
回
答
票

に
漏
れ
て
い
る
記
録
等
を
記
入
の

上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

間
違
い
が
な
い
場
合
も
、
記
録

訂
正
が
な
い
旨
を
記
入
の
上
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
が　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）

が
で
き
ま
す
の
で
、
将
来
の
年
金

額
の
増
額
に
向
け
て
、
追
納
制
度

を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
追
納
月
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

▽
申
込
方
法　

豊
岡
社
会
保
険
事

務
所
で
、
国
民
年
金
保
険
料
追

納
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

届
出
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
確
実
に

受
け
取
る
た
め
に
、
住
所
異
動
の

際
は
、
年
金
住
所
の
変
更
手
続
き

も
お
願
い
し
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
学
生
納

付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予

を
受
け
て
い
た
期
間
は
、
保
険
料

―
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・

若
年
者
猶
予
期
間
の
あ
る
方
へ
―

保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

■平成２０年度追納月額（追納月額は毎年変更）

免除区分・追納月額
免除対象年度

１/４免除半額免除３/４免除全額免除

－

－

－

１６，５９０円
平成１０年度

（１０年を経過して
いない分に限る）

１５，９５０円平成１１年度

１５，３２０円平成１２年度

１４，７４０円平成１３年度

７，０９０円１４，１８０円平成１４年度

６，９８０円１３，９７０円平成１５年度

６，８８０円１３，７７０円平成１６年度

６，９１０円１３，８１０円平成１７年度

３，４６０円６，９３０円１０，３９０円１３，８６０円平成１８年度

３，５２０円７，０５０円１０，５７０円１４，１００円平成１９年度

現
役
加
入
者
へ
も

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

届
き
ま
す


